




































JJ査票は質問紙法によるもので~ 1. i!li， 2.学校，3.家底 4将来






































































































































および学校への適応などについてが16. 3~らの反応率をしめL， i21 
自分の性絡などKつい-C， 1 1.30/， (3)金銭仕事，進名識業
などについ-C， 8. 5%， (41健康および身体的発達について， 1. 6 
%， (5)対入場面における個人の一般的反応傾向， 6.00，も， (JJ家













3 1名をとりだし仮にその集団を欲求不満群とし，それ以外の 107 
名を普通~l として比較してみた。
1>( 求 不 前 群 益闘企 透 lf 全 体
領域 反応数 平均反応数 割合 順位 反応数 平均反応数 割合 順位 反応数 平旬反E畳割合 順位
健 康 125 4.0 13.4 % 6 188 l8 5.8 % 313 23 7.5守t 4 
学 校 2 68 8，6 2&.8 l 408 3.3 12.3 I 616 -1.9 6.3 
ま 庭 117 3.4 125 4 19 0.7 u 7 1 96 LS 4.1 6 
将 来 H9 5.1 18.1 3 1 84 1.1 5.1 4 353 2.6 8.5 3 
異 性 89 2，9 9，5 7 81 O. & 2.1 1 16 1.3 4.2 7 
i ~士会社 1 1 8 18 1 2.6 134 1.3 4.1 s 252 1.9 6.0 5 
性絡 20 4 6，6 2L9 2 266 2.5 8.8 2 410 3.3 11 L3 z 
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第3表 泊応性診断テストにおいて S0% i 1 e以下のしめる割合
3 0パーセY タイル以下~~Iþjtf.1L問題が多いと考えてL モ が現われてくる。 劣等感は欲求不誌の経験から出発いその解決
れぞれの特性ごと陀S"Oパー 骨yタイル以下に属する欲新t の中で明らかに自分の劣等性の自覚によって強められる。それはま
訪nと普通若手とではどのような金があ告かを争ると，有意の た往有にして逃道の反応をともなぅ。 ζの逃還の反応t九攻F，や退
差がみられるのt1，返躍的.傾向と自得議備である。不諸ll1区 行より合図的であると恩われがちであるtJ.， ~nする ととによゥて










人格i合断検炎は，集団・ロー ルシvッハ誌によった。t続税 z. 
知的効宅 3 à~ 'i官傾向. 4社会的窓総5筒動的傾向. 6情緒不安定











l 統 制 3 2 5.0qも 8 2 1.0 0，も
2知的効$ 4 :l 3. 3 9 2 3.6 
a異常傾向 6 5 0 0 9 2 3. 6 
..社 会的意a 4 3 3.3 9 2 3.6 
5 衝動 的傾向 4 3 3.3 4 I O. 5 
6.傍給不 安定 3 2 5. 0 1 4 3 6.8 
1 硬 き l O. 8 5 I 3.1 
a不快憂うつ感 5 0.0 
9 不 se 5 4 l6 1 0 2 6.3 ! 
10. 1]、先的愛情欲求 2 1 6， 6 1 0 2ι3 
欲求不満悦では好ましくない傾向に千.L';I'Jされたのは普通















ιγ----!. I 0 2 0 3 '0 4 0 
L 統 鎖
2. 知的効率




























ζ の研究f!，そのような気持から 11mを内{C する生徒を~l<発見
L，その 1'紛の術専の手がかりとも汚えた内調査の対象が少ない





































































r.:lJil !氾の心~~ltw; rレン， IRitiE例 ft~ .'R
非行臨床心開学 小島忠一
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